
574 九州および山口県に発生したたつまきについて

気象の発生が心配される．今回のような気象状況が予想

される場合には，特に注意深く見守っていぎたい．

　5．あとがき

　この調査をやってみて，たつまきのようなきわめて局

地的で寿命の短かい気象現象の実態を，正確につかむこ

との困難さを痛感した．

　海上のたつまきについては，これまで，被害を伴わな

い限り積極的に記録されなかったことと思われ，各県災

異誌や異常気象報告等にも記載が少ない．しかし，新聞

切り抜き等にはまだ埋もれた資料がたくさんあることで

あろう．九州・山口各県の方々の御指摘を待ってより正

確なリストを作りたいと思う．

　最後に，この調査に当って資料の収集その他でお世話

になった，新潟地方気象台柴山予報課長，津林主任技術

専門官，富山地方気象台世古予報官，福岡管区気象台諸

富防災気象官，小島調査官，菊地技官，長田技官および

下関地方気象台の永山防災業務課長，脇田予報官に謝意

を表します．
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大気のバックグランド汚染

共立出版（環境科学叢書），1973，141p，780円

　近年，地球とその大気の熱的・力学的均衝は，どうや

ら非常に微妙なものであり，人間による不用意の環境汚

染が，場合によってはとりかえしのつかない気候変化も

ひき起こしかねないという懸念が，多くの人々によって

指摘あるいは支持されるようになった．国際的には，

1970年のSCEP（Study　of　Critical　Environmental　Pro－

blem）会議や，1971年のSMIC（Study　of　Man’s　Impact

on　Climate）会議等の諸活動，およびこれらを支えてい

る広範な研究活動がその状況をよく物語っている．

　一口で言うならば，本書はこのような最近の諸活動の

成果や問題意識を，大気のグローバルな汚染の実態とい

う問題に力点をおきつつ，全体的な視野のもとに解説し

たものである．内容は大気のバックグランド汚染の実
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態，高層大気のバックグランド汚染，汚染物質の総生産

量とその予測，バックグランド汚染の観測および研究活

動の四章からなり，各要素による汚染状況の実態とその

環境間題における意味（かかわり方）から最近の研究活

動までが，大変読みやすくまとめられている．はしがぎ

に，いたずらに将来にむかって警鐘をうちならすのでは

なく，現時点でわかっていることを出来るだけ客観的に

記述することに心がけたという意味のことが書かれてい

るが，本書の持つ説得力はこのような執筆態度によると

ころが大きいといえよう．

　多くの人々がこの本を読まれることをおすすめした

い．　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中正之）

、天気”21．11．


